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２００７年・第８期「長期自主研究（LRI）」研究課題の募集について
２００７年３月７日

社団法人 日本化学工業協会

日本化学工業協会（日化協）では、人の健康や環境に及ぼす化学物質の影響に関する研究の支援を目的に、国際化学工業協会協議会（ICCA: International Council of Chemical Association）の主導のもと日米欧の化学産業界において進めている『長期自主研究(LRI：The Long－range Research Initiative)』 の２００７年・第８期研究課題の募集をこのたび開始いたしました。助成の対象となる研究分野は、「内分泌かく乱物質」、「神経毒性」、「化学発がん」、「免疫毒性（過敏症）」の４分野となります。なお、研究課題の応募締切りは、５月７日（月）必着です。

化学物質のより安全な使用を促すことは化学産業界にとっての最大の責務であり、世界中の化学産業が一体となって化学物質と健康・環境に関する科学的知識を広げ、試験法などの開発により製品管理能力の向上を推進し、科学的根拠に基づく公共政策の決定を支援することは、われわれ化学産業界の使命であります。このような考えのもと、欧米では１９９９年から、日本では２０００年から、各工業協会の会員である化学系企業の出資した基金をもとに長期自主研究（LRI）活動をスタートしました。LRI活動は、これまで様々な大学や研究機関等に参加していただいており、第7期の昨年までに採択された課題は延べ１９１件にのぼりました。こうして得られた研究成果や知見は、数多くの学会や学術雑誌で発表されてきております。

LRIの研究助成は、科学的な原理の探求やその実際的な応用に関する研究に対して行われ、募集する研究課題は、①広く不特定の化学物質の安全性問題をカバーすること、②多くの会員企業のレスポンシブル・ケア（RC）※活動に役立つもの、③政策決定を支援する情報を提供しうるものです。応募された研究課題は外部有識者を含む委員会にて書類審査し、書類審査通過課題のみ代表研究者への面接審査を行って採択課題が決定いたします。今期の採択予定数は約３０課題程度、研究期間は２００７年９月１日から２００８年８月３１日までの１年間とします。

応募を希望される方は、LRI専用ホームページ（http://www.j-lri.org/）にある「研究課題提案書」をダウンロードして必要事項を記入し、そのハードコピーおよび電子情報を５月７日（月）までに日化協・LRI事務局宛てに郵送してください。

※レスポンシブル・ケア（RC）活動とは、化学品の開発から、製造、使用、廃棄に至るすべての過程において、国際連携を保ち自主的に「環境・安全・健康」を確保し、活動の成果を公表し社会との対話を行う活動のこと。
なおLRIでは、産業界主導の研究であるが故の企業寄りの運営を避けるため、研究者の独立性を尊重するのは当然のこととして、研究テーマの「妥当性」・研究手法の「正当性」とともに、研究実施過程の「透明性」・結果の「公開性」を重視しております。そのため、研究課題の募集は公募を原則とし、運営には外部有識者が参加して研究分野の決定、研究応募の審査にかかわっております。また、研究の成果は、化学産業界のRC活動に生かすとともに、行政的な判断に活用されるようマスメディア、NGO、政府機関、国際機関等へ積極的に提供しております。
◆報道関係からの問い合わせ先：（社）日本化学工業協会　広報部：青山　Phone（03-3297-2555）　Fax（03-3297-2615）◆
＜２００７年・第８期「長期自主研究（LRI）」研究課題募集概要＞
①研究分野

化学品の安全性にかかわる分野、なかでも「内分泌かく乱物質」、「神経毒性」、「化学発がん」及び「免疫毒性（過敏症）」の４分野。

②研究課題

研究課題は、以下の基準に従うものとする。

1．広く不特定の化学物質の安全性問題をカバーすること

2．多くの会員企業のレスポンシブル・ケア（RC）活動に役立つもの

3．政策決定を支援する情報を提供しうるもの

特定の物質あるいは製品にかかわる安全性上の課題に関する研究は、それぞれの企業がＲＣ活動の一環として主体的に行うものとし、日化協の実施する研究対象とはしない。ただし、問題が多数の化学物質の安全性上の問題として集約できる場合は、日化協の研究対象とできる。

③採択数

約３０件（不特定）

④研究期間

1年間（２００７年９月１日から２００８年８月３１日）

⑤今後のスケジュール

６月初旬　

：　書類審査結果通知（第１次審査：代表研究者にのみ連絡）

６/２２、６/２３のいずれか
：　面接審査（第２次審査）

８月初旬

：　面接審査結果通知（採択結果：代表研究者にのみ連絡）

８/３０（予定）

：　採択研究者キックオフミーティング

９/１


：　２００７年・第８期LRI研究開始
⑥その他

◆国際的な化学工業界による研究との整合性

それぞれの研究課題は、国際化学工業協会協議会（ICCA）により推進されている長期自主研究（LRI）の枠組みの中で実施し、研究資源の効率的な運用と国際的な調和のために、同一研究課題の重複実施を避け、必要に応じて共通課題には共同出資（co-funding）する。

◆透明性と優良な科学水準の確保

化学物質の安全性上の課題を扱う研究は、行政上の規制に反映される可能性が高いだけでなく、広く専門家の批判に耐える必要があるので、研究の実施および成果の解釈にあたっては、高度に科学的であるべきである。また、研究の計画、実施、成果の公表などについては、常に透明でなければならない。

◆研究の質の確保 

研究手法として用いられる実験あるいは試験は、適切な質を保証する過程（プロセス）に準拠して行われるべきである。多くのメカニズム研究は、研究手法の質を保証するために必ずしもGLP（Good Laboratories Practice）基準に準拠して実施されるものではないが、研究記録等それに代わるプロセスが要求される。 

◆成果の活用 

研究成果は、化学産業界のRC活動に生かすとともに、行政的な判断に活用されるよう積極的に提供する。また、必要に応じて市民の問題意識に対する回答として分かりやすく解説を加えて提供する。

⑦応募
応募される方は、LRI専用ホームページ（http://www.j-lri.org/）の「研究応募要領」に記載されている内容を熟読の上、「研究課題提案書」に記入し、そのハードコピーおよび電子情報を２００７年５月７日（月）までに、日化協・ＬＲＩ事務局宛てご提出下さい（郵送に限ります）。

●　応募締切　　：　５月７日（月）必着　（当日到着分まで有効）

●　研究課題提案書（本紙）提出先　：

〒104-0033　東京都中央区新川１－４－１　住友六甲ビル７F

（社）日本化学工業協会・LRI事務局　宛

● 研究課題提案書（WORDファイル）送信先　：

LRI@jcia-net.or.jp

●　問い合わせ先　：

（社）日本化学工業協会・ＬＲＩ事務局　：　河瀬、熊本、黛
Phone　：　03-3297-2575　　　　　Facsimile　：　03-3297-2606

電子メールによるお問い合わせは受付けませんのでご了承下さい。　

＜参考資料＞
◆ＬＲＩとは

化学産業界が取り組んでいる人の健康や環境に及ぼす化学物質の影響に関する自主的な研究支援活動です。この活動は、国際化学工業協会協議会（ＩＣＣＡ: International Council of Chemical Association）のもと、世界的に行われており、欧米では１９９９年より、日本では２０００年より取り組みが始まりました。なお、同活動はすべて、各工業協会の会員である化学系企業から出資された基金をもとに進められております。

◆ＬＲＩの目的

現在の私たちの生活において、化学物質の持つ役割は非常に大きいと考えております。とりわけ、化学物質のより安全な使用は化学産業界の責務であり、そのための科学的知見を取得し公開することがＬＲＩの役割であると考えております。ＬＲＩ活動は、研究の実施あるいは支援によって以下の３つのことを目指しております。

1 化学物質と健康・環境に関する科学知識を広げること

2 試験法やスクリーニング手段の開発により製品管理能力の向上を推進すること

3 科学的根拠に基づく公共政策の決定を支援すること

◆基本的な取り組み姿勢と組織
また、企業主導の研究であるため、企業寄りの運営を避け、研究テーマの「妥当性」・研究手法の「正当性」とともに、研究実施過程の「透明性」・結果の「公開性」を重視しております。そのため、研究課題の募集は公募を原則とし、同活動の運営には外部有識者が参加して研究分野の決定、研究応募の審査にかかわっております。

－LRI推進のための基本原則－

・ 研究助成は、科学的な原理の探求やその実際的な応用に関する研究に対して行われる

・ 今どのような研究が求められているかにつき、外部有識者を交えて十分に検討し、研究分野を決定する

・ 研究は公募を原則とする

・ 研究者の自主性・独立性を尊重する

・ 研究の公開性および透明性を確保する

・ 研究成果を公表する

－妥当性・正当性・透明性・公開性確保の仕組み－

・ 研究支援の日常業務を行う企画・管理パネル（PMP）に外部の有識者を加えています

・ 有識者によるピアレビュー委員会を設置し、全体の運営に関する意思決定にかかわっていただいています

・ 毎年の研究分野の決定、研究応募の審査にはこのような外部有識者が参加して行われます

・ 研究は公募され、採択された研究テーマは公表されます

・ 研究者は研究成果を外部に発表することが求められます
○企画・管理パネルメンバー（外部有識者のみ紹介）

　　　青山 博昭委員　<（財）残留農薬研究所　生殖毒性研究室　室長>

　　　小林　芳郎委員　<東邦大学　理学部　教授>

　　　深井　文雄委員 <東京理科大学　薬学部　教授>

○ピアレビュー委員会メンバー（外部有識者で構成）
　　　小野　嘉夫委員長　<東京工業大学　名誉教授>

　　　岩松　鷹司委員　<愛知教育大学　名誉教授>

　　　押村　光雄委員　<鳥取大学医学部　機能再生医科学専攻　専攻長　生体機能医工学講座　教授>

　　　妹尾　昌治委員　<岡山大学大学院　自然科学研究科　助教授>

　　　田辺　功委員　<朝日新聞　編集委員>

　　　成内　秀雄委員　<東京大学　名誉教授>
垣生　園子委員　<東海大学　医学部　教授>

　　　福島　昭治委員　<中央労働災害防止協会　日本バイオアッセイ研究センター　所長＞

宮坂　昌之委員　<大阪大学大学院　医学研究科　教授>

安田　峯生委員　<広島大学　名誉教授>
◆国際的な協調 

LRIは国際化学工業協会協議会（ICCA: International Council of Chemical Association）加盟国のうち、日米欧の3つの工業協会が協力してとり進めています。ICCA LRIには下記2つの機関を設置して、日米欧の三極で推進する体制を整えています。

・Steering Committee:

  　日米欧の3協会2名ずつのメンバー（主要企業CEO）から成る基本的な政策と方針の最高決定機関（年1回開催）

・Planning Group:

  　各協会3名ずつのメンバーから成る全体企画・調整部門

Planning Groupでは年2回の定例会議のほか随時電話会議を開催し、企画・調整の推進に努めています。

このほかICCA LRIとして種々のWorkshopを主催し最新技術の情報交換、討論を行っています。また3年に一度LRI Global Research Strategy Workshopを開催し、LRI研究のありかた、今後の研究方向について議論しています。






